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開いて内外に公表した。この
時、大塚実78歳。38歳で起業
し、40年間の社長在位期間に、
大塚商会を東証一部上場企業
に育て上げた。一方、大塚裕
司47歳。大塚実の長男として、
1995年に副社長に昇格してか
らは、実質的に二人三脚で経
営に携わってきた。
2001年7月20日、大塚商会
の創立40周年記念式典が千葉県浦安市の東京ベイNKホールで開催された。
壇上に立った大塚実は、「七転び八起き」のサラリーマン生活から創業時の思い出、
幾多の苦難を乗り越えて東証一部上場を果たすまで、自らの信念を貫いてきた経営一
筋の人生を淡々と語り続ける中にも、時折言葉を詰まらせる瞬間があった。さまざまな
思いが去来し、万感胸に迫るものがあったに違いない。さらに近年の経営施策、社員と
の意思疎通、各種の改革、株価対策、直近の業績などに触れたあと、社長を辞任し後
事を新社長に託すことを宣言した。そして、大塚裕司新社長を中心とした新しい大塚
商会の船出をサポートしていく決意を力強く語り、最後に「社員に喜ばれ 社員が誇り
とし 社員が家族から感謝される会社を創る」という自らの夢を、新社長以下の全社員
に託した。
これを受けて壇上に立った大塚裕司は、創業時小学生だったころの思い出から、経
営者としての厳父・大塚実への畏敬の念、創業の精神を守り抜くこと、会社の分析、
すでに大改革が始まっている
こと、そして今後、理想の会
社を目指して変革を進めてい
く新社長としての決意を力強
く語った。
こうして創業40周年を迎え
た大塚商会は、社長の大塚裕
司を中心とする新体制のもと、
21世紀へ向けて動き出した。

社長交代記者会見（2001年7月19日）

創立40周年記念式典
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　2021年7月17日に創業60年を迎え、記念事業の一環として、『大塚商会60年
史』を発刊いたしました。
　これまで発刊してきた「亀の歩み」と題した10年史、25年史、35年史、40周
年記念誌、50年史、これら年史の膨大な記録を振り返りつつ、50年から60年に
いたる10年間の記録を新たに加え、創業時から現在までの歩みをまとめたものと
なっております。
　直近の10年ですが、2011年の東日本大震災、ここ数年は新型コロナウイルス
感染症の蔓延など未曾有の出来事が続く中で、当社の使命やできることをミッ
ションステートメントに立ち返り、考え、行動してまいりました。
　現在は「お客様との新たな関係創り」をコンセプトとした大戦略Ⅱが実行段階
へ移行し、AIを活用した営業支援、Webでお客様サポートを行なうお客様マイ
ページ、各センターの機能強化に取り組んでおります。これからもお客様に寄り
添い、信頼に応え、持続的な成長を目指してまいります。
　この冊子が、お客様をはじめ関係する皆様にとりまして、当社への理解を深め
ていただく一助となり、そして次世代を担う社員の皆様が未来を描く上での「道
標」となることを願っております。
　最後に、このたびの発刊に際し、多くの皆様にご協力をいただきました。ここ
に深くお礼申し上げ、編集後記とさせていただきます。
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